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【
神
無
月(

か
ん
な
づ
き)

の
暦
】

旧
暦
で
は
、和
風
月
名（
わ
ふ
う
げ
つ
め
い
）と
呼
ば

れ
る
月
呼
び
名
を
使
用
し
て
い
ま
し
た
。旧
暦
の
季
節

や
行
事
に
合
わ
せ
た
も
の
で
、現
在
の
季
節
感
と
比
べ

る
と
若
干
の
ず
れ
が
あ
り
ま
す
。

十
月
の
和
風
月
名
は「
神
無
月（
か
ん
な
づ
き
）」で
す
。

神
の
月（「
無
」は「
の
」を
意
味
す
る
）の
意
味
が
あ
り
、

全
国
の
神
々
が
出
雲
大
社
に
集
ま
り
、各
地
の
神
々
が

留
守
に
な
る
月
と
い
う
事
か
ら「
神
無
月
」に
な
っ
た

と
い
う
説
な
ど
も
あ
り
ま
す（
諸
説
あ
り
ま
す
）。

【
二
十
四
節
気
】

八
日:

寒
露（
か
ん
ろ
）

夜
が
長
く
な
り
、露
が
冷
た
く
感
じ
ら
れ
る
頃
。

秋
晴
れ
の
日
が
多
く
な
り
ま
す
。菊
の
花
が
満

開
に
な
り
、渡
り
鳥
の
飛
来
が
盛
ん
に
な
っ
て

き
ま
す
。

二
十
三
日:

霜
降（
そ
う
こ
う
）

秋
が
深
ま
り
、朝
霜
が
降
り
る
頃
。

も
み
じ
や
楓
は
紅
葉
し
、朝
晩
は
冷
え
込
み
が

強
ま
り
ま
す
、人
々
や
動
物
た
ち
の
冬
仕
度
も

始
ま
る
季
節
で
す
。

【
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無
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】

鰰（
は
た
は
た
）、サ
ヨ
リ
、鰊

柳
葉
魚（
シ
シ
ャ
モ
）、ホ
ッ
ケ

鮟
鱇（
ア
ン
コ
ウ
）、牡
丹
海
老

紋
甲
烏
賊（
モ
ン
ゴ
ウ
イ
カ
）

魚
介
類

：

馬
鈴
薯
、里
芋
、自
然
薯

貝
割
れ
大
根
、食
用
菊
、ネ
ギ

パ
セ
リ
、椎
茸
、銀
杏
、落
花
生

野
菜
類

：

花
梨
、ラ
イ
ム
、グ
ア
バ
、柿

林
檎
、ア
ケ
ビ
、洋
梨
、栗

キ
ウ
ィ
フ
ル
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ツ

果
実
類

：

【
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の
色
々
】

国
税
関
係
の
納
付
期
限

・
特
別
農
業
所
得
者
へ
の
令
和
四
年
分
予
定

納
税
額
の
通
知

地
方
税
関
係
の
納
付
期
限

・
個
人
住
民
税
第
三
期
分
の
納
付

今
月
の
祝
祭
日

十
日

：

ス
ポ
ー
ツ
の
日

ベ
ス
ト
ク
ル
ー「
か
わ
ら
版
」第
七
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

少
し
ず
つ
で
す
が
朝
晩
は
過
ご
し
や
す
く
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。

新
米
の
時
期
に
な
っ
て
き
ま
し
た
ね
。炊
き
立
て
ご
飯
は

甘
く
て
モ
チ
モ
チ
で
本
当
に
美
味
し
い
で
す
！

油
断
し
て
食
べ
過
ぎ
な
い
様
に
注
意
が
必
要
で
す
ね
。

【
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】


